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https://www.youtube.com/watch?v=YVKYNVyM-Tg&list=RDYVKYNVyM-
Tg&index=1 
 
 
 
  

https://www.youtube.com/watch?v=YVKYNVyM-Tg&list=RDYVKYNVyM-Tg&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=YVKYNVyM-Tg&list=RDYVKYNVyM-Tg&index=1


クリスマスに寄せて 
 

 クリスマスおめでとうございます。降誕日前夕のキャンドル・サービス（ロー

ソク礼拝）は、私たちを照らす恵みの光として来られたイエス・キリストを、私

たちも小さな光を灯してお迎えする礼拝です。心を静かにして一緒に祈りましょ

う。 

順に朗読される聖書は、世界の創造から始まり、人間の陥った悲しい現実、救

い主到来の預言、イエス・キリストの降誕に至るまでの神の救いの歴史を伝えて

いきます。 

第１日課 創世記第１章 神による光の創造。人間の創造と祝福 

第２日課 詩編第１４編 人間の堕落と嘆き。貧しい人への神の守りの約束 

第３日課 イザヤ書第１１章 聖霊に満ちた救い主の姿とその正義の働き 

第４日課 ミカ書第５および７章 牧者を求める祈りと神の応答 

第５日課 マタイによる福音書第１章 神の子誕生のお告げ 

第６日課 ルカによる福音書第２章 

 マリアとヨセフのベツレヘムへの旅と救い主の誕生 

第７日課 ルカによる福音書第２章 羊飼いに対する天使のお告げ 

第８日課 ヨハネによる福音書第１章 まことの光の到来、神の言の受肉 

 この世界には痛ましい出来事が絶えず、私たちは不安と無力感に陥ることが少

なくありません。しかし聖書は、この悩み多い私たちのただ中に、その悩みを引

き受けるために神の子がおいでになったことを告げます。イエス・キリストは

2000 年前にひとたびおいでになり、いま見えずとも私たちと共におられ、やがて

目に見える姿で私たちとすべてを救うためにふたたびおいでになります。 

 私たちはこのかたのゆえに希望を持ち、ベツレヘムの天使たちとともに「神に

栄光、地に平和」と歌い祈りつつ、平和の実現に向かって歩みたいと願います。 

 

司祭 ヨハネ 井田 泉 

 
  



前 奏（黙祷） 
 
聖歌 第５９番（おいでください） 
 
https://www.youtube.com/watch?v=AUCzkMgbjJQ 
（聖歌は YouTube「聖マーガレット教会」のチャンネルから＝以下同じ） 

 
 
  

 

https://www.youtube.com/watch?v=AUCzkMgbjJQ


司式者 主
しゅ

イエス・キリストの平和
へいわ

と 光
ひかり

が、皆
みな

さんとともに 

 会衆 また、あなたとともに 

 

司式者 主
しゅ

イエス・キリストのご降誕
こうたん

を 喜
よろこ

びをもって迎
むか

えるため、神
かみ

のみ前
まえ

で

自
みずか

らを 省
かえり

み、ともに罪
つみ

の赦
ゆる

しを祈
いの

り求
もと

めましょう 

   しばらく自らを省みた後、一同で唱える。 

 一同 憐
あわ

れみ深
ふか

い父
ちち

なる神
かみ

よ、わたしたちは、してはならないことをし、しな

ければならないことをせず、思
おも

いと、言葉
ことば

と、 行
おこな

いによって、あなた

と隣
とな

り人
びと

に対
たい

して多
おお

くの罪
つみ

を犯
おか

しています。神
かみ

よ、どうかわたしたち

の 心
こころ

から闇
やみ

を取
と

り除
のぞ

き、わたしたちを憐
あわ

れみ赦
ゆる

してください。 新
あたら

し

い 命
いのち

に歩
あゆ

み、み 心
こころ

に 従
したが

い、み栄
さか

えを 現
あらわ

すことができますように、

救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします アーメン 

   一同、立つ。 

司式者 主
しゅ

よ、わたしたちの口
くち

を開
ひら

いてください 

会衆 わたしたちは、主
しゅ

の誉
ほま

れを 現
あらわ

します 

司式者 栄光
えいこう

は、父
ちち

と子
こ

と聖霊
せいれい

に 

会衆 初
はじ

めのように、今
いま

も、世々
よ よ

に限
かぎ

りなく アーメン 

司式者 主
しゅ

をほめたたえましょう 

会衆 主
しゅ

のみ名
な

をたたえます 
 
  



司式者 世界を良いものとしてお造りになった父なる神
かみ

よ 

 会衆 わたしたちを祝福してください アーメン 

司式者 聖書のみ言葉を聞きましょう 

 

第 1日課 

朗読者 創世記
そうせいき

第
だい

1
１

章
しょう

1
１

節
せつ

から 

1 初
はじ

めに、神
かみ

は天地
てんち

を創造
そうぞう

された。2 地
ち

は混沌
こんとん

であって、闇
やみ

が深淵
しんえん

の 面
おもて

にあ

り、神
かみ

の霊
れい

が水
みず

の 面
おもて

を動
うご

いていた。3 神
かみ

は言
い

われた。 

「光
ひかり

あれ。」 

こうして、 光
ひかり

があった。4 神
かみ

は 光
ひかり

を見
み

て、良
よ

しとされた。神
かみ

は 光
ひかり

と闇
やみ

を分
わ

け、

5 光
ひかり

を昼
ひる

と呼
よ

び、闇
やみ

を夜
よる

と呼
よ

ばれた。夕
ゆう

べがあり、朝
あさ

があった。第一
だいいち

の日
ひ

であ

る。 

 

27 神
かみ

は御
ご

自分
じぶん

にかたどって人
ひと

を創造
そうぞう

された。神
かみ

にかたどって創造
そうぞう

された。 男
おとこ

と 女
おんな

に創造
そうぞう

された。 

28 神
かみ

は彼
かれ

らを祝 福
しゅくふく

して言
い

われた。 

「産
う

めよ、増
ふ

えよ、地
ち

に満
み

ちて地
ち

を 従
したが

わせよ。海
うみ

の魚
うお

、空
そら

の鳥
とり

、地
ち

の上
うえ

を這
は

う

生
い

き物
もの

をすべて支配
しはい

せよ。」（創世記 1:1-5､27-28） 

 
朗読者 第１日課を終わります 
  



聖 歌 第８１番（かみにはさかえ） 

 
 
 
     



司式者 わたしたちの罪
つみ

を贖
あがな

うために来
こ

られた子
こ

なる神
かみ

よ 

 会衆 わたしたちを命
いのち

の道
みち

に導
みちび

いてください アーメン 

司式者 聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を聞
き

きましょう 

第２日課 

朗読者 詩編
しへん

第
だい

１４編
へん

１節
せつ

から 

1 神
かみ

を知
し

らぬ者
もの

は 心
こころ

に言
い

う 「神
かみ

などはない」と。 

人
ひと

は腐敗
ふはい

している。忌
い

むべき 行
おこな

いをする。善
ぜん

を 行
おこな

う者
もの

はいない。 

2 主
しゅ

は天
てん

から人
ひと

の子
こ

らを見
み

渡
わた

し、探
さが

される 

目覚
め ざ

めた人
ひと

、神
かみ

を求
もと

める人
ひと

はいないか、と。 

3 だれもかれも背
そむ

き去
さ

った。皆
みな

ともに、汚
けが

れている。 

善
ぜん

を 行
おこな

う者
もの

はいない。ひとりもいない。 

4 悪
あく

を 行
おこな

う者
もの

は知
し

っているではないか。 

パン
ぱ ん

を食
く

らうかのようにわたしの民
たみ

を食
く

らい 

主
しゅ

に呼
よ

び求
もと

めることをしない者
もの

よ。 

5 そのゆえにこそ、大
おお

いに恐
おそ

れるがよい。 

神
かみ

は 従
したが

う人々
ひとびと

の群
む

れにいます。 

6
６

 貧
まず

しい人
ひと

の計
はか

らいをお前
まえ

たちが挫
ざ

折
せつ

させても 

主
しゅ

は 必
かなら

ず、避
さ

けどころとなってくださる。（詩編 14:1-6） 

 
朗読者 第２日課を終わります 

 
  



聖 歌 第６４番（ひさしく待ちにし） 

 
https://www.youtube.com/watch?v=8nVuHHk8c0o 
   

https://www.youtube.com/watch?v=8nVuHHk8c0o


司式者 わたしたちを 導
みちび

いてくださる聖霊
せいれい

なる神
かみ

よ 

 会衆 わたしたちに霊
れい

の賜物
たまもの

をお与
あた

えください アーメン 

司式者 聖書のみ言葉を聞きましょう 

第３日課 

朗読者 イザヤ書
しょ

第
だい

１１ 章
しょう

１節
せつ

から 

1
 エッサイ

え っ さ い

の株
かぶ

からひとつの芽
め

が萌
も

えいで 

その根
ね

からひとつの若枝
わかえだ

が育
そだ

ち 

2 その上
うえ

に主
しゅ

の霊
れい

がとどまる。 

 知恵
ち え

と識別
しきべつ

の霊
れい

 思慮
しりょ

と勇気
ゆうき

の霊
れい

 主
しゅ

を知
し

り、畏
おそ

れ 敬
うやま

う霊
れい

。 

3
 彼
かれ

は主
しゅ

を畏
おそ

れ 敬
うやま

う霊
れい

に満
み

たされる。 

目
め

に見
み

えるところによって裁
さば

きを 行
おこな

わず 

耳
みみ

にするところによって弁護
べんご

することはない。 

4
 弱
よわ

い人
ひと

のために正当
せいとう

な裁
さば

きを 行
おこな

い 

 この地
ち

の貧
まず

しい人
ひと

を公平
こうへい

に弁護
べんご

する。 

 その口
くち

の鞭
むち

をもって地
ち

を打
う

ち 

 唇
くちびる

の 勢
いきお

いをもって逆
さか

らう者
もの

を死
し

に至
いた

らせる。 

5
 正義
せいぎ

をその腰
こし

の帯
おび

とし 

 真実
しんじつ

をその身
み

に帯
お

びる。（イザヤ 11: 1-5） 

 
朗読者 第３日課を終わります 
 
  



聖歌 第７２番（エッサイの根より） 
 
https://www.youtube.com/watch?v=XfAZLaYqZVI&t=1s 
      

https://www.youtube.com/watch?v=XfAZLaYqZVI&t=1s


司式者 わたしたちの牧者
ぼくしゃ

となってくださる神
かみ

よ 

 会衆 わたしたちを守
まも

り、養
やしな

い、導
みちび

いてください アーメン 

司式者 聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を聞
き

きましょう 

第４日課 

朗読者 ミカ書
しょ

第
だい

５章
しょう

１節
せつ

から 

  （神の約束・預言） 

1  エフラタのベツレヘムよ お前
まえ

はユダの氏族
しぞく

の中
なか

でいと小
ちい

さき者
もの

。 

  お前
まえ

の中
なか

から、わたしのために イスラエルを治
おさ

める者
もの

が出
で

る。 

3 彼
かれ

は立
た

って、群
む

れを 養
やしな

う 

  主
しゅ

の 力
ちから

、神
かみ

である主
しゅ

の御名
み な

の威厳
いげん

をもって。 

  彼
かれ

らは安
やす

らかに住
す

まう。 

  今
いま

や、彼
かれ

は大
おお

いなる者
もの

となり 

  その 力
ちから

が地
ち

の果
は

てに及
およ

ぶからだ。 

4  彼
かれ

こそ、まさしく平和
へいわ

である。 

  （祈り） 

7:14 あなたの杖
つえ

をもって 

御自分
ご じ ぶ ん

の民
たみ

を牧
ぼく

してください 

あなたの嗣
し

業
ぎょう

である 羊
ひつじ

の群
む

れを。 

彼
かれ

らが豊
ゆた

かな牧
まき

場
ば

の森
もり

に ただひとり守
まも

られて住
す

み 

遠
とお

い 昔
むかし

のように、バシャンとギレアドで 

草
くさ

をはむことができるように。 

 （神の応答） 

15 お前
まえ

がエジプトの地
ち

を出
で

たときのように 

彼
かれ

らに 驚
おどろ

くべき業
わざ

をわたしは示
しめ

す。（ミカ 5:1､3-4a､7:14-15） 
 
朗読者 第４日課を終わります       〈短い奏楽４４１(1 回)〉 



司式者 聖霊
せいれい

によっておとめマリアに宿
やど

られた子
こ

なる神
かみ

よ、 

 会衆 常
つね

に、わたしたちとともにいてください アーメン 

司式者 聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を聞
き

きましょう 

第５日課 

朗読者 マタイによる福音書第１章１８節から 

 18
 イエス・キリストの誕 生

たんじょう

の次第
しだい

は次
つぎ

のようであった。母
はは

マリア
ま り あ

はヨセフ
よ せ ふ

と

婚約
こんやく

していたが、二人
ふたり

が一
いっ

緒
しょ

になる前
まえ

に、聖霊
せいれい

によって身
み

ごもっていることが

明
あき

らかになった。19 夫
おっと

ヨセフは正
ただ

しい人
ひと

であったので、マリアのことを 表
おもて

ざ

たにするのを望
のぞ

まず、ひそかに縁
えん

を切
き

ろうと決心
けっしん

した。20 このように 考
かんが

えてい

ると、主
しゅ

の天使
てんし

が夢
ゆめ

に 現
あらわ

れて言
い

った。「ダビデの子
こ

ヨセフ、恐
おそ

れず妻
つま

マリアを

迎
むか

え入
い

れなさい。マリアの胎
たい

の子
こ

は聖霊
せいれい

によって宿
やど

ったのである。21 マリアは

男
おとこ

の子
こ

を産
う

む。その子
こ

をイエスと名付
な づ

けなさい。この子
こ

は自分
じぶん

の民
たみ

を罪
つみ

から救
すく

うからである。」22 このすべてのことが起
お

こったのは、主
しゅ

が預
よ

言
げん

者
しゃ

を通
とお

して言
い

わ

れていたことが実現
じつげん

するためであった。 

 23 「見
み

よ、おとめが身
み

ごもって 男
おとこ

の子
こ

を産
う

む。 

   その名
な

はインマヌエルと呼
よ

ばれる。」 

この名
な

は、「神
かみ

は我々
われわれ

と共
とも

におられる」という意味
い み

である。ヨセフは眠
ねむ

りから覚
さ

めると、主
しゅ

の天
てん

使
し

が命
めい

じたとおり、妻
つま

を迎
むか

え入
い

れ、 男
おとこ

の子
こ

が生まれる
う ま れ る

まで

マリア
ま り あ

と関係
かんけい

することはなかった。そして、その子
こ

をイエスと名付
な づ

けた。 

（マタイ 1:18-25） 

朗読者 第５日課を終わります 



聖 歌 第６５番（ああインマヌエルよ） 

 

https://www.youtube.com/watch?v=tUuNGbfXjIY&t=23s 
       

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=tUuNGbfXjIY&t=23s


司式者 み子
こ

をベツレヘムの馬
うま

小
ご

屋
や

に産
う

まれさせられた聖霊
せいれい

なる神
かみ

よ 

 会衆 どうか、わたしたちのうちにも、み子
こ

を宿
やど

らせてください アーメン 

司式者 聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を聞
き

きましょう 

第６日課 

朗読者 ルカによる福音
ふくいん

書
しょ

第
だい

 ２ 章
しょう

 １節
せつ

から 

 1
 そのころ、皇帝

こうてい

アウグストゥスから全領土
ぜんりょうど

の住 民
じゅうみん

に、登録
とうろく

をせよとの

勅 令
ちょくれい

が出
で

た。2
 これは、キリニウスがシリア 州

しゅう

の総督
そうとく

であったときに 行
おこな

われ

た最
さい

初
しょ

の住 民
じゅうみん

登録
とうろく

である。3
 人々
ひとびと

は皆
みな

、登録
とうろく

するためにおのおの自分
じぶん

の町
まち

へ

旅立
たびだ

った。4
 ヨセフもダビデの家

いえ

に属
ぞく

し、その血筋
ちすじ

であったので、ガリラヤの町
まち

ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町
まち

へ上
のぼ

って行
い

った。5 身
み

ごもっ

ていた、いいなずけのマリアと一緒
いっしょ

に登録
とうろく

するためである。6 ところが、彼
かれ

らが

ベツレヘムにいるうちに、マリアは月
つき

が満
み

ちて、7
 初
はじ

めての子
こ

を産
う

み、布
ぬの

にくる

んで飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせた。宿屋
やどや

には彼
かれ

らの泊
と

まる場所
ばしょ

がなかったからである。

（ルカ 2: 1- 7） 

 
朗読者 第６日課を終わります   
 
 



聖 歌 第７４番（きよしこの夜） 
 

https://www.youtube.com/watch?v=e0fV8nGMCuo&t=1s 

    

  

https://www.youtube.com/watch?v=e0fV8nGMCuo&t=1s


司式者 み子
こ

のご降誕
こうたん

を最初
さいしょ

に羊飼
ひつじか

いに知
し

らせられた全能
ぜんのう

の神
かみ

よ 
 会衆 どうか、わたしたちにも天使

てんし

を遣
つか

わしてください アーメン 

司式者 聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を聞
き

きましょう 

第７日課 

朗読者 ルカによる福音書
ふくいんしょ

第
だい

２ 章
しょう

８節
せつ

から 

8 その地方
ちほう

で羊飼
ひつじか

いたちが野宿
のじゅく

をしながら、夜通
よどお

し 羊
ひつじ

の群
む

れの番
ばん

をしてい

た。9
 すると、主

しゅ

の天使
てんし

が近
ちか

づき、主
しゅ

の栄光
えいこう

が周
まわ

りを照
て

らしたので、彼
かれ

らは

非常
ひじょう

に恐
おそ

れた。10 天使
てんし

は言
い

った。「恐
おそ

れるな。わたしは、民
たみ

全体
ぜんたい

に与
あた

えられる

大
おお

きな 喜
よろこ

びを告
つ

げる。11 今日
きょう

ダビデの町
まち

で、あなたがたのために救
すく

い主
ぬし

がお生
う

まれになった。この方
かた

こそ主
しゅ

メシアである。12 あなたがたは、布
ぬの

にくるまって

飼
か

い葉
ば

桶
おけ

の中
なか

に寝
ね

ている乳
ち

飲
の

み子
ご

を見
み

つけるであろう。これがあなたがたへのし

るしである。」13 すると、突然
とつぜん

、この天使
てんし

に天
てん

の大軍
たいぐん

が加
くわ

わり、神
かみ

を賛美
さんび

して

言
い

った。 

 14 「いと高
たか

きところには栄光
えいこう

、神
かみ

にあれ、 

    地
ち

には平和
へいわ

、御心
みこころ

に適
かな

う人
ひと

にあれ。」 

 15 天使
てんし

たちが離
はな

れて天
てん

に去
さ

ったとき、羊飼
ひつじか

いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行
い

こう。主
しゅ

が知
し

らせてくださったその出来事
で き ご と

を見
み

ようではないか」と話
はな

し合
あ

った。 

16 そして急
いそ

いで行
い

って、マリアとヨセフ、また飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせてある乳
ち

飲
の

み子
ご

を探
さが

し当
あ

てた。（ルカ 2: 8- 16） 

 
朗読者 第７日課を終わります 
 

  



聖 歌 第９１番（あらのの果てに） 

 

 

  



司式者 まことの 光
ひかり

として世
よ

に来
こ

られたキリストよ 

 会衆 どうか、み 言
ことば

の 光
ひかり

でわたしたちを照
て

らしてください アーメン 

司式者 聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を聞
き

きましょう 

第８日課 

朗読者 ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

第
だい

１章
しょう

１節
せつ

から 
  

 1 初
はじ

めに 言
ことば

があった。 言
ことば

は神
かみ

と共
とも

にあった。 言
ことば

は神であった。2 この 言
ことば

は、初
はじ

めに神
かみ

と共
とも

にあった。3 万物
ばんぶつ

は 言
ことば

によって成
な

った。成
な

ったもので、 言
ことば

に

よらずに成
な

ったものは何一
なにひと

つなかった。4
 言
ことば

の内
うち

に 命
いのち

があった。 命
いのち

は人間
にんげん

を

照
て

らす 光
ひかり

であった。5 光
ひかり

は暗闇
くらやみ

の中
なか

で 輝
かがや

いている。暗闇
くらやみ

は 光
ひかり

を理解
りかい

しなかっ

た。 

 
6 神

かみ

から遣
つか

わされた一人
ひとり

の人
ひと

がいた。その名
な

はヨハネである。7 彼
かれ

は証
あか

しをす

るために来
き

た。 光
ひかり

について証
あか

しをするため、また、すべての人
ひと

が彼
かれ

によって信
しん

じるようになるためである。8 彼
かれ

は 光
ひかり

ではなく、 光
ひかり

について証
あか

しをするために

来
き

た。9
 その 光

ひかり

は、まことの 光
ひかり

で、世
よ

に来
き

てすべての人
ひと

を照
て

らすのである。10 

言
ことば

は世
よ

にあった。世
よ

は 言
ことば

によって成
な

ったが、世
よ

は 言
ことば

を認
みと

めなかった。11 言
ことば

は、自分
じぶん

の民
たみ

のところへ来
き

たが、民
たみ

は受
う

け入
い

れなかった。12 しかし、 言
ことば

は、

自分
じぶん

を受
う

け入
い

れた人
ひと

、その名
な

を信
しん

じる人々
ひとびと

には神
かみ

の子
こ

となる資格
しかく

を与
あた

えた。13 

この人々
ひとびと

は、血
ち

によってではなく、肉
にく

の欲
よく

によってではなく、人
ひと

の欲
よく

によって

でもなく、神
かみ

によって生
う

まれたのである。 

 14 言
ことば

は肉
にく

となって、わたしたちの 間
あいだ

に宿
やど

られた。わたしたちはその栄光
えいこう

を

見
み

た。それは父
ちち

の独
ひと

り子
ご

としての栄光
えいこう

であって、恵
めぐ

みと真理
しんり

とに満
み

ちていた。

（ヨハネ 1: 1-14） 



朗読者 第８日課を終わります 
 

聖 歌 第４４１番（3回） ろうそくを消し、電気を点灯する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
クリスマス・メッセージ 

  オルガン 441 番（1 回） 
 
 一同立って、使徒信経を唱える。 

使徒信経 
 

わたしは、天
てん

地
ち

の造
つく

り主
ぬし

、全能
ぜんのう

の父
ちち

である神
かみ

を信
しん

じます。 

また、その独
ひと

り子
ご

、わたしたちの主
しゅ

イエス・キリストを信
しん

じます。主
しゅ

は聖霊
せいれい

によっ

て宿
やど

り、おとめマリヤから生
う

まれ、ポンテオ・ピラトのもとで苦
くる

しみを受
う

け、 十
じゅう

字
じ

架
か

につけられ、死
し

んで 葬
ほうむ

られ、よみに降
くだ

り、三
みつ

日
か

目
め

に死
し

人
にん

のうちからよみがえ

り、天
てん

に昇
のぼ

られました。そして全能
ぜんのう

の父
ちち

である神
かみ

の右
みぎ

に座
ざ

しておられます。そこ

から主
しゅ

は生
い

きている人
ひと

と死
し

んだ人
ひと

とを審
さば

くために来
こ

られます。 

また、聖霊
せいれい

を信
しん

じます。聖
せい

なる公会
こうかい

、聖徒
せいと

の交わり
ま じ わ り

、罪
つみ

の赦
ゆる

し、 体
からだ

のよみがえ

り、永遠
えいえん

の 命
いのち

を信
しん

じます アーメン  



聖 歌 第６９番（もろびとこぞりて） 

  この間に献金を献げます 

 
  



司式者 すべてのものは主
しゅ

の賜物
たまもの

 

一同 わたしたちは主
しゅ

から受
う

けて主
しゅ

に献
ささ

げたのです アーメン 

 
祈り 

司式者 主
しゅ

よ、憐
あわ

れみをお与
あた

えください 

会衆 キリストよ、憐
あわ

れみをお与
あた

えください 

司式者 主
しゅ

よ、憐
あわ

れみをお与
あた

えください 

   一同で主の祈りを唱える 

天
てん

におられるわたしたちの父
ちち

よ 

み名
な

が聖
せい

とされますように。 

み国
くに

が来
き

ますように。 

みこころが天
てん

に 行
おこな

われるとおり、地
ち

にも 行
おこな

われますように。 

わたしたちの日
ひ

ごとの糧
かて

を今日
きょう

もお与
あた

えください。 

わたしたちの罪
つみ

をおゆるしください。わたしたちも人
ひと

をゆるします。 

わたしたちを誘惑
ゆうわく

におちいらせず、悪
あく

からお救
すく

いください。 

国
くに

と 力
ちから

と栄光
えいこう

は、永遠
えいえん

にあなたのものです アーメン 

   司式者は立つ。 

司式者 主
しゅ

よ、主
しゅ

の 慈
いつく

しみを示
しめ

し 
会衆 主

しゅ

の救
すく

いをお与
あた

えください 
司式者 主

しゅ

の仕
つか

え人
びと

に義
ぎ

をまとわせ 
会衆 主

しゅ

の聖徒
せ い と

に喜
よろこ

び歌
うた

わせてください 
司式者 主

しゅ

の民
たみ

を救
すく

い 
 会衆 主

しゅ

の子
こ

らを 祝
しゅく

福
ふく

してください 
司式者 主

しゅ

の平和
へいわ

を今
いま

の世
よ

に与
あた

え 
会衆 地

ち

の果
は

てまで、 戦
たたか

いをやめさせてください 
司式者 主

しゅ

の道
みち

をあまねく地
ち

に知
し

らせ 
会衆 主

しゅ

の救
すく

いをすべての国
くに

に知
し

らせてください 
司式者 主

しゅ

よ、わたしたちのうちに清
きよ

い 心
こころ

を造
つく

り 
会衆 聖霊

せいれい

によって支
ささ

えてください 



司式者 主
しゅ

は皆
みな

さんとともに 
会衆 また、あなたとともに 

司式者 祈
いの

りましょう 
 
降誕日特祷
こうたんびとくとう

 

全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、あなたは独
ひと

りのみ子
こ

に人性
じんせい

を取
と

らせ、この時
とき

、清
きよ

いおとめから生
う

まれさせてくださいました。どうかその恵
めぐ

みによって、 再
ふたた

び生
う

まれ、神
かみ

の子
こ

と

されたわたしたちを、常
つね

に聖霊
せいれい

によって 新
あたら

しくしてください。父
ちち

と聖霊
せいれい

ととも

に一体
いったい

であって世々
よ よ

に生
い

き支配
しはい

しておられる主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

い

いたします。アーメン 
 
神
かみ

よ、み子
こ

の 訪
おとず

れによってわたしたちを清
きよ

め、 心
こころ

の闇
やみ

を照
て

らしてください。

悩
なや

みのあるところに救
すく

いを、悲
かな

しみのあるところに 慰
なぐさ

めを、 病
やまい

の人
ひと

に癒
いや

しを、

争
あらそ

いのあるところに平和
へいわ

をお与
あた

えください。ふたたび主
しゅ

が来
こ

られるとき、主
しゅ

に

ふさわしいみ住
す

まいを、わたしたちのうちに備
そな

えることができますように、み子
こ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。アーメン 

世界平和
せかいへいわ

のため 

真理
しんり

と平和
へいわ

の 源
みなもと

である神
かみ

よ、あなたの愛
あい

と平和
へいわ

をこの世界
せかい

に満
み

たしてください。

わたしたちとすべての人
ひと

の 心
こころ

に、平和
へいわ

を愛
あい

するまことの愛
あい

を燃
も

やしてください。

あなたを畏
おそ

れ 敬
うやま

う霊
れい

をお与
あた

えください。どうか今
いま

、戦争
せんそう

、弾圧
だんあつ

、災害
さいがい

などのた

めに、家族
かぞく

や住
す

まいを 失
うしな

った人
ひと

びと、離散
りさん

させられた人
ひと

びと、また危険、飢
う

え

や寒
さむ

さ、不安
ふあん

と恐
おそ

れのうちにある人
ひと

びとを 顧
かえり

み、その必要
ひつよう

を満
み

たしてください。

亡
な

くなった人
ひと

びとに永
えい

遠
えん

の平
へい

安
あん

と 慰
なぐさ

めをお与
あた

えください。あなたが今
いま

も平和
へいわ

の

実現
じつげん

のために 働
はたら

いておられることを信
しん

じます。 私
わたし

たちもまた平
へい

和
わ

を求
もと

めて歩
あゆ

むことができますように。神
かみ

のみ子
こ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。

アーメン 

主
しゅ

イエス・キリストの恵
めぐ

み、神
かみ

の愛
あい

、聖霊
せいれい

の交
まじ

わりがわたしたちとともにあり

ますように。アーメン 



聖歌８２番（みつかいの主なる） 

後 奏（黙祷） 
 
 

https://www.youtube.com/watch?v=PYrSg7taoj4 

https://www.youtube.com/watch?v=PYrSg7taoj4

